
卒業おめでとう！
中学校でも元気いっぱい頑張ろう！
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令
和
６
年
雨
竜
町
議
会
第
１
回
定
例
会
に
あ
た

り
、
町
政
執
行
に
あ
た
っ
て
私
の
所
信
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
町
政
運
営
を
任
さ
れ
て
か
ら
10
か

月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
町
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
議
員
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
対

し
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

５
月
に
は
、
長
い
間
猛
威
を
振
る
っ
て
き
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
法
的
な
位
置
づ
け

が
緩
和
さ
れ
、
日
常
生
活
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
は
、
世
界
的
な
情
勢
不
安
に
よ
る
物
価

の
高
騰
や
人
手
不
足
、
気
候
変
動
な
ど
、
こ
れ
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事
象
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
夏
の
猛
暑
は
、
農
作
物
に
も
大
き
な
影
響

が
及
び
ま
し
た
。

　

水
稲
の
作
柄
は
、
品
質
の
低
下
や
収
量
減
が
見

ら
れ
た
も
の
の
、
総
じ
て
一
等
米
の
比
率
が
高
い

出
来
秋
と
な
っ
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
の
元
日
に
は
石
川
県
能
登
半
島
地
震

が
起
き
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
震
災

に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
者
の
方
々
に
は

改
め
て
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
度 

町
政
執
行
方
針

令
和
６
年
第
１
回
雨
竜
町
議
会
定
例
会
が
３
月
６
日
か
ら
13
日
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
定
例
会
で
は
、
町
政
・
教
育
行
政
執
行
方
針
説
明
と
令
和
５
年
度
補
正
予
算
、
人
事
案
件
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

町
政
執
行
方
針
・
教
育
行
政
執
行
方
針
・
一
般
会
計
補
正
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

　

い
つ
・
ど
こ
で
・
ど
ん
な
災
害
が
起
こ
る
の
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
常
に
災
害
に
備
え
た
体
制
づ
く

り
や
危
機
管
理
に
万
全
を
期
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
、
年
頭
か
ら
再
認
識
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
が
進
む
こ

と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
12
月
末
に
厚
生
労
働
省
の
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
公
表
し
た
将
来
人

口
推
計
で
は
、
２
０
５
０
年
の
本
町
の
人
口
は
９

９
０
人
と
な
り
、
２
０
２
０
年
と
比
べ
約
６
割
の

減
少
。
更
に
、
０
歳
か
ら
14
歳
人
口
、
並
び
に
15

歳
か
ら
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は
約
７
割
減
、
65

歳
以
上
の
人
口
比
率
は
約
６
割
を
占
め
る
と
の
推

計
が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
１
月
末
に
総
務
省
が
発
表
し
た
住
民

基
本
台
帳
に
基
づ
く
２
０
２
３
年
度
の
人
口
移
動

報
告
で
は
、
道
内
の
転
出
超
過
が
前
年
よ
り
増
え

て
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に
戻
り
、
東
京
一
極
集
中
が

加
速
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
向
か
っ
て
い
る
今
、

こ
れ
ま
で
の
施
策
を
検
証
し
つ
つ
、
新
た
な
取
組

み
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

・
子
ど
も
た
ち
に
「
夢
」
を
与
え
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と

・
若
者
が
「
希
望
」
を
持
て
る
も
の
で
あ
る
こ
と

・
お
年
寄
り
に
「
安
心
」
を
感
じ
て
も
ら
え
る
も

の
で
あ
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
下
、
雨
竜
町
振
興
基
本
計
画
の
項
目
に
沿
っ

て
、
施
策
の
大
綱
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こどもからお年寄りまで笑顔があふれ
未来に希望のもてるまちづくり
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ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
居
住
地
へ
の
ク
マ
の
出
没
が
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ヒ
グ
マ
春
期
管
理
捕
獲
事
業
を

実
施
す
る
と
と
も
に
ヒ
グ
マ
捕
獲
用
箱
罠
を
増
設
す

る
な
ど
、
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
森
林
資
源
の
活
用
と

水
資
源
等
の
環
境
保
全
の
た
め
、
除
間
伐
等
の
各
種

事
業
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
町
有
林
・
民
有

林
及
び
林
道
の
計
画
的
な
維
持
・
管
理
に
努
め
、
桂

の
沢
北
線
林
業
専
用
道
新
設
工
事
に
着
手
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

後
継
者
・
新
規
就
農
者
を
守
り
育
て
る
た
め
、
農

業
後
継
者
未
来
応
援
事
業
の
活
用
、
就
農
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
新
規
就
農
者
や
就
農
研
修
者
へ
の

支
援
を
図
る
な
ど
、
関
係
機
関
・
団
体
が
一
体
と
な

っ
て
新
規
就
農
者
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
基
盤
と
な
る
土
地
改
良
事
業
は
、

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
雨
竜
暑
寒
地
区
の
完

了
整
備
が
行
わ
れ
換
地
清
算
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
円
滑
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
国
営
施
設
応
急
対
策
事
業
新
雨
竜
二
期
地

区
で
は
、
南
伏
古
及
び
逆
川
排
水
機
場
の
改
修
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

道
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
で
は
、
北
友
南

地
区
、
東
栄
第
１
地
区
、
東
栄
第
２
地
区
が
継
続
整

備
さ
れ
る
ほ
か
、
渭
の
津
２
地
区
の
事
業
採
択
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
老
朽
化
し
た
幹
線
排
水
路
整
備
で
は
、
洲

本
10
号
排
水
路
の
改
修
を
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・

防
災
減
災
事
業
に
よ
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
に
配
慮
し
た
、
安
全
で
良
質
な
ブ
ラ
ン
ド
米

「
う
り
ゅ
う
米
」
の
作
付
け
及
び
出
荷
量
拡
大
に
向
け
、

支
援
を
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

作
付
け
戸
数
・
面
積
が
減
少
傾
向
に
あ
る
「
暑
寒

メ
ロ
ン
」
を
生
産
す
る
農
家
に
対
し
、
引
き
続
き
生

産
資
材
や
種
苗
購
入
に
係
る
経
費
の
助
成
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、
農
作
物
を
シ
カ
や

ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害
か
ら
守
る
た
め
、
地
域
住
民
や

関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
、
役
割
分
担
を
し
な
が
ら

一
体
と
な
っ
て
被
害
の
拡
大
防
止
に
努
め
て
ま
い
り

特
色
あ
る
持
続
的
な
農
林
業
の
展
開

産
業
振
興
に
よ
る
足
腰
の
強
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

産
業
振
興
に
よ
る
足
腰
の
強
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

人
口
の
減
少
等
に
よ
る
購
買
力
の
低
下
や
、
燃
料
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
・
人
件
費
の
増
な
ど
商
工
業

産
業
間
連
携
に
よ
る
活
力
あ
る
商
工
業
の
展
開

　

本
年
は
、
雨
竜
沼
湿
原
が
北
海
道
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
か
ら
20
年
を
迎
え
ま
す
。
雨
竜
を
代
表
す
る
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
引
続
き
登
山
客
の
適
切
な
受

け
入
れ
と
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
施
設
の
維
持
管
理
・
環
境

保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
来
年
は
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
20

年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

雨
竜
沼
湿
原
の
魅
力
と
価
値
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
道
の
駅
の
機
能
を
充
実
さ
せ
る
べ
く
、
株

式
会
社
雨
竜
町
振
興
公
社
や
雨
竜
町
観
光
協
会
と
連

携
を
密
に
し
て
、
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
客
誘
致
の
起
爆
剤
と
し
て
、
引
続
き
観
光
誘
客

促
進
雨
竜
割
引
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
観
光
の
展
開

者
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
中
、
昨
年
は
新
た
に

４
件
の
起
業
が
あ
り
ま
し
た
。

　

経
営
の
安
定
と
近
代
化
促
進
の
た
め
、
利
子
補
給

事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
起
業
・
新
規
開
業
へ

の
支
援
や
環
境
に
配
慮
し
た
店
舗
改
修
、
に
ぎ
わ
い

を
創
り
出
す
取
組
み
、
更
に
は
生
鮮
食
料
品
販
売
等

に
伴
う
店
舗
整
備
へ
の
支
援
を
新
た
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

特
産
品
開
発
に
つ
い
て
は
、
町
内
で
起
業
し
た
事

業
者
が
、
地
元
農
産
物
を
使
っ
た
特
産
品
の
開
発
・

製
品
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

雨
竜
町
特
産
品
開
発
協
議
会
を
通
じ
て
、
更
に
、

民
間
企
業
と
の
連
携
、
共
同
開
発
な
ど
を
積
極
的
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。



　広報うりゅう　2024.4　4
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町政執行方針

　

就
労
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
人
材
不
足
に
よ
り
、
常

時
雇
用
者
や
パ
ー
ト
職
員
の
人
材
確
保
も
難
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
既
存
企
業
・
商
店
に
お
け
る

経
営
強
化
の
た
め
、
事
業
拡
充
支
援
等
に
よ
る
雇
用

環
境
を
創
出
し
、
就
業
機
会
の
確
保
と
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

雇
用
環
境
の
創
出
と
就
業
機
会
の
確
保

　

老
朽
化
し
た
住
宅
団
地
の
建
て
替
え
事
業
で
は
、

昨
年
に
続
い
て
「
わ
か
ば
団
地
」
Ｅ
棟
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

　

既
存
住
宅
の
長
寿
命
化
工
事
で
は
「
第
２
み
ど
り

団
地
」
の
外
部
等
修
繕
工
事
を
実
施
し
、
良
好
な
住

環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

宅
地
分
譲
で
は
、
雨
竜
町
定
住
促
進
団
地
残
り
４

区
画
の
早
期
売
却
を
図
る
た
め
、
新
た
に
子
育
て
世

帯
の
転
入
と
省
エ
ネ
住
宅
を
促
進
す
る
「
こ
ど
も
エ

コ
す
ま
い
る
支
援
制
度
」
を
新
設
し
、
雨
竜
町
土
地

開
発
公
社
と
連
携
の
も
と
、
各
種
定
住
促
進
関
係
施

策
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
て
町
内
外
か
ら
の
定
住
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
老
朽
化
し
た
満
寿
地

区
汚
水
処
理
場
の
機
器
の
更
新
工
事
を
進
め
、
良
好

な
施
設
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
西
空
知
広
域
水

道
企
業
団
と
連
携
し
、
上
下
水
道
使
用
料
の
コ
ン
ビ

ニ
収
納
を
開
始
し
て
、
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
適
正
処
理
と
環
境
衛
生
の
向
上
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
不
法
投
棄
の
監
視
や

啓
発
活
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
雨
竜
町
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
廃
棄
物
処
理
を
適
切
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

石
狩
川
緑
帯
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
堤
内
の
不

要
木
を
伐
採
し
、
良
好
な
環
境
と
な
る
よ
う
整
備
し

て
ま
い
り
ま
す
。

美
し
い
景
観
と
暮
ら
し
や
す
い

生
活
環
境
の
融
合

明
る
く
豊
か
な
暮
ら
し
を
守
る
ま
ち
づ
く
り

明
る
く
豊
か
な
暮
ら
し
を
守
る
ま
ち
づ
く
り

　

防
災
・
減
災
対
策
で
は
、
平
成
21
年
に
整
備
し
た

防
災
行
政
無
線
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
防
災
訓
練

の
実
施
と
防
災
用
備
蓄
品
の
充
実
を
図
り
、
常
日
頃

か
ら
災
害
に
備
え
万
全
な
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
滝
川
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
江
竜
支
署

の
タ
ン
ク
車
の
更
新
を
進
め
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

１
０
０
０
日
を
目
標
に
掲
げ
、
関
係
機
関
と
よ
り
一

層
の
連
携
を
図
る
ほ
か
、
地
域
の
老
朽
化
し
た
交
通

安
全
灯
の
修
繕
に
対
し
補
助
を
実
施
す
る
な
ど
、
交

通
事
故
の
抑
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
多
発
し
て
い
る
高
齢
者
に
よ
る
交
通

事
故
の
防
止
対
策
と
し
て
、
高
齢
者
運
転
免
許
証
返

納
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
よ
り
、
自
主
的
な
免
許
証
返
納

を
呼
び
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
交
通
手
段
の
確
保
対
策
で
は
、
雨
竜
町
地
域

公
共
交
通
活
性
化
推
進
協
議
会
等
の
意
見
も
参
考
と

し
、
深
川
滝
川
線
路
線
バ
ス
を
存
続
す
る
た
め
の
対

策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
配
布

枚
数
を
増
や
し
、
町
外
へ
の
利
用
範
囲
を
拡
大
し
て

い
ま
す
。
更
に
利
用
者
へ
の
利
便
性
に
配
慮
し
た
事

業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
管
理
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
維
持
補
修
工

事
を
実
施
し
、
冬
期
間
に
お
い
て
も
的
確
な
除
排
雪

作
業
を
行
い
安
心
安
全
な
道
路
環
境
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

買
い
物
支
援
対
策
で
は
、
雨
竜
町
商
業
振
興
対
策

協
議
会
の
議
論
を
も
と
に
買
い
物
バ
ス
の
運
行
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
提
供
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URYU-ADMINISTRATIVE
POLICY 2024

　

健
康
づ
く
り
・
疾
病
予
防
・
介
護
予
防
対
策
に
つ

い
て
は
、
第
３
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
及
び
第
４
期

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
健
康
寿
命

の
延
伸
を
目
指
し
て
疾
病
の
早
期
発
見
と
重
症
化
予

防
対
策
を
主
眼
に
、
各
種
健
診
・
健
康
教
育
・
相
談

事
業
・
訪
問
事
業
等
を
継
続
し
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

各
種
が
ん
検
診
、
国
保
特
定
健
診
及
び
歯
科
健
診

に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
の
無
料
化
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
定
期
的
な
受
診
を
勧
奨
し
、
若
い
時
期
か

ら
健
康
管
理
に
役
立
て
る
よ
う
周
知
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
症
予
防
対
策
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成
の
単
価
を
引
き
上
げ
、

接
種
を
希
望
す
る
町
民
が
さ
ら
に
安
心
で
き
る
制
度

に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
北

海
道
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
を
基
に
空
知
中
部
広

域
連
合
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
環
境
に
つ
い
て
は
、
不
妊

治
療
の
先
進
医
療
に
係
る
経
費
も
拡
充
し
て
助
成
、

高
校
生
の
通
院
費
助
成
を
新
た
に
開
始
し
、
保
育
料

の
全
額
助
成
や
、
保
育
園
の
環
境
整
備
充
実
を
図
る

な
ど
、
引
続
き
子
育
て
に
優
し
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
第
９
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
及
び

認
知
症
初
期
集
中
支
援
事
業
を
継
続
実
施
し
、
高
齢

者
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
い
き
い
き
館
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い

て
は
、
利
用
者
が
快
適
な
環
境
の
な
か
で
施
設
利
用

が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総
合
支
援

法
及
び
第
７
期
雨
竜
町
障
害
福
祉
計
画
、
第
３
期
雨

竜
町
障
害
児
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
利
用
者
に
と
っ

て
総
合
的
か
つ
適
切
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ

う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

健
や
か
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
の
整
備

　

一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
た

め
、
生
涯
学
習
社
会
の
形
成
に
よ
る
「
地
域
づ
く
り
」、

「
人
づ
く
り
」、「
仲
間
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
と
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
生
涯
に
わ
た
る
学
習
活
動
の
充
実
を
図
り
、
各
種

仲
間
と
ふ
れ
あ
い
笑
顔
あ
ふ
れ
る

生
涯
学
習
社
会
の
形
成

　

雨
竜
町
の
豊
か
な
自
然
、
歴
史
や
文
化
へ
の
理
解

を
深
め
な
が
ら
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
自
立
の

精
神
に
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
教
育
行

政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

情
報
技
術
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
等
社
会
的
変

化
が
激
し
い
現
代
社
会
に
お
い
て
、
様
々
な
困
難
を

乗
り
越
え
て
豊
か
な
人
生
を
切
り
開
い
て
い
く
た
め

の
「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
、
適
切
に
判
断
し
て

行
動
で
き
る
教
育
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
と
と
も
に
、

全
て
の
人
を
価
値
あ
る
存
在
と
し
て
尊
重
し
、
共
に

支
え
合
う
心
を
育
み
、「
ふ
る
さ
と 

う
り
ゅ
う
」
に
誇

り
と
愛
着
を
持
つ
児
童
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
た
学

校
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

本
年
度
で
導
入
か
ら
５
年
目
と
な
る
小
中
一
貫
教

育
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
た
経
験
を
義
務
教

育
９
年
間
の
教
育
活
動
に
反
映
し
、
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
、
雨
竜
町
学
校
教
育
の
更

な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
法
人
田
中
学
園
立
命
館
慶
祥
小
学
校
と
の
連

携
事
業
を
よ
り
一
層
推
進
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力

向
上
と
学
校
間
交
流
に
よ
る
学
校
力
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
教
育
の
充
実

明
る
い
未
来
を
描
く
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り

明
る
い
未
来
を
描
く
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
が
学
び
に
対
す
る
動
機
づ
け
に
つ
な
が
る
多
様

な
学
習
機
会
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

心
身
と
も
に
健
康
で
明
る
く
豊
か
な
生
活
を
送
れ

る
よ
う
年
間
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
、

各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
連
携
し
、
指
導
体
制
の
構
築

や
環
境
づ
く
り
、
事
業
支
援
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
各
種
文
化
団
体

の
育
成
や
活
動
を
支
援
す
る
ほ
か
、
文
化
活
動
へ
の

参
加
や
優
れ
た
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
提
供
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
伝
統
芸
能
保
存
活
動
に
対
す
る
支
援

と
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
と
有
効
活
用

に
努
め
、
利
用
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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町政執行方針

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
う
え
で
、
町
内

会
の
役
割
は
重
要
な
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
地
域
住

民
と
行
政
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
町
内
会
活
動

や
地
域
を
主
体
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

住
民
参
加
に
よ
る
愛
着
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

住
民
参
加
に
よ
る
愛
着
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

行
政
水
準
の
向
上
を
図
る
た
め
、
健
全
財
政
の
維

持
に
努
め
、
各
種
経
費
の
節
減
・
合
理
化
及
び
財
源

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
方
債
の
繰
上
償
還

に
よ
る
将
来
を
見
据
え
た
健
全
な
財
政
運
営
と
各
種

基
金
の
適
切
な
運
用
、
行
政
資
産
の
適
正
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
務
事
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
地
方

公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
い
た
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
広
域
で
構
成

す
る
一
部
事
務
組
合
、
広
域
連
合
、
及
び
中
空
知
定

住
自
立
圏
を
構
成
す
る
市
町
と
緊
密
に
連
携
し
、
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

行
財
政
健
全
化
の
推
進

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
う
り
ゅ
う
、
防
災
行
政

無
線
を
活
用
し
た
町
民
に
必
要
な
行
政
情
報
を
的
確

に
伝
え
る
た
め
、
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
、

町
政
懇
談
会
や
町
内
会
長
会
議
を
通
し
て
、
町
政
へ

の
意
見
反
映
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
情
報
の
積
極
的
な
提
供
と
住
民
と
の
対
話
の
促
進

　

交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
拡
大
に
よ
り
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
が
掛
か
る
よ
う
、
定
住
促
進
事
業
の
拡

充
と
防
災
対
策
強
化
に
よ
り
、
安
心
し
て
住
み
続
け

た
く
な
る
「
う
り
ゅ
う
」
の
魅
力
を
町
内
外
に
向
け

情
報
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て
は
、
各
種
取
り
扱

い
サ
イ
ト
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
の
強
化
、
地
方
創
生
事
業

に
お
け
る
学
び
の
充
実
を
目
的
と
し
た
小
学
生
向
け

英
語
塾
や
、
小
学
生
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
塾
の
開

講
に
よ
る
学
習
機
会
の
拡
充
、
都
市
か
ら
の
交
流
人

口
増
加
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
る
地

域
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
、
引
続
き
活
動

の
支
援
を
し
て
い
き
な
が
ら
、
新
た
な
隊
員
の
募
集

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
に
人
を
呼
び
込
む
活
動
の
展
開

　

以
上
、
町
政
執
行
の
所
信
と
基
本
的
な
方
針
に
つ

い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
39
億
３
，

８
３
１
万
円
。
対
前
年
度
当
初
と
比
べ
５
・
８
％
の
増
、

６
月
補
正
後
の
予
算
と
比
べ
８
・
３
％
の
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
情
勢
は
益
々
厳
し
さ
を

増
し
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
複
雑
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
が
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、

幅
広
く
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

山
積
す
る
課
題
の
解
決
に
積
極
的
に
臨
む
所
存
で
あ

り
ま
す
。

お
わ
り
に
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令
和
６
年
度

町
教
育
行
政
執
行
方
針

　

令
和
６
年
雨
竜
町
議
会
第
１
回
定
例
会
に
あ
た
り
、

教
育
行
政
の
執
行
に
関
す
る
主
要
な
方
針
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　

少
子
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
っ
た
社
会
の
変
化

が
急
速
に
進
む
中
、
子
ど
も
た
ち
や
学
校
現
場
を
取

り
巻
く
環
境
は
日
々
、
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
社
会
の
変
化
に
向
き
合
い
、
主
体
的

な
判
断
、
他
者
と
協
働
し
て
未
来
を
切
り
拓
く
資
質
・

能
力
が
今
、
子
ど
も
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
「
個

別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
を
一
体
的

に
実
現
す
る
た
め
に
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
更
な
る
有

効
活
用
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実
、
授
業
改
善
取
組
の

推
進
に
よ
り
、
よ
り
一
層
子
ど
も
た
ち
の
学
習
活
動

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

と
、「
ふ
る
さ
と 

う
り
ゅ
う
」
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ

「
児
童
生
徒
」
の
育
成
を
目
指
し
た
雨
竜
町
の
特
色
あ

る
学
校
教
育
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
町
民
が
学
習
す
る
こ
と
に
幸
せ
を
実
感

で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

生
き
生
き
と
学
び
続
け
る
社
会
と
健
康
で
生
き
る

こ
と
の
喜
び
を
感
じ
、
一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
に
人

生
を
過
ご
す
た
め
に
、
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
に
よ

る
「
地
域
づ
く
り
」、「
人
づ
く
り
」、「
仲
間
づ
く
り
」

へ
の
動
機
づ
け
を
図
り
ま
す
。

　

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
通
じ
、
地
域
ぐ
る
み

で
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」
そ
し
て
「
み

ん
な
い
き
い
き
・
の
び
の
び
」
と
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
習
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、「
第
７
次
雨
竜
町
社

会
教
育
中
期
計
画
」
に
基
づ
き
社
会
教
育
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
下
、
具
体
的
項
目
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
経
営

　

学
び
の
機
会
を
保
障
し
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
可
能
性
を
引
き
出
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創

り
手
と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
学

校
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
分
の
良
さ
や
可
能
性
を
見
出
し
、
自
己
肯
定
感

を
高
め
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
を
価
値
の
あ
る

存
在
と
し
て
尊
重
し
、
共
に
支
え
合
う
こ
と
が
で
き

る
児
童
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
に
よ
る
系
統
的
な
教
育
課
程
の
検

証
と
改
善
を
行
い
、
学
力
の
向
上
と
と
も
に
個
性
や

能
力
を
伸
ば
し
、
義
務
教
育
９
年
間
を
修
了
す
る
に

ふ
さ
わ
し
い
学
力
・
体
力
・
豊
か
な
心
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

　

小
学
校
と
学
校
法
人
田
中
学
園
立
命
館
慶
祥
小
学

校
と
の
連
携
事
業
を
推
進
し
、
雨
竜
町
で
の
体
験
交

流
活
動
と
田
中
学
園
の
外
国
語
教
育
を
軸
に
児
童
及

び
教
職
員
の
相
互
交
流
に
よ
り
、
資
質
や
能
力
の
伸

長
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
課
程

　

自
分
の
学
び
を
振
り
返
り
次
に
つ
な
げ
る
、
周
り

の
人
た
ち
と
と
も
に
考
え
る
、
知
識
を
関
連
付
け
て

考
え
を
形
成
す
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
に
向
け
、
教
育
課
程
を
適
切
に
編
成
、
実
施
、

評
価
、
改
善
し
、
教
育
の
質
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
視
点
に
立
ち
、

地
域
や
社
会
と
の
繋
が
り
の
中
か
ら
学
び
を
深
め
、

広
げ
て
い
く
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ま

ち
の
教
育
資
源
を
活
用
し
た
「
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア

教
育
」
を
積
極
的
に
展
開
し
、
雨
竜
町
と
し
て
の
特

色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
学
期
制
教
育
課
程
に
よ
り
、
適
切
な
授
業
時
数

の
確
保
と
適
正
な
学
習
評
価
を
行
い
、
教
職
員
が
子

ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
の
一
層
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
と
学
校
法
人
田
中
学
園
立
命
館
慶

祥
小
学
校
と
の
学
校
間
連
携
を
通
じ
、
児
童
同
士
の

相
互
学
校
訪
問
を
実
施
し
、
外
国
語
教
育
や
プ
ロ
グ

学
校
教
育

すべての町民が学習することに
幸せを実感できる社会の実現
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ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
強
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
習
指
導

　

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
の
確
実
な
習
得

を
図
り
、「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め
、
学
ん
だ
こ
と

の
一
つ
一
つ
の
知
識
が
つ
な
が
り
「
わ
か
る
」「
で
き

る
」「
役
立
つ
」
が
実
感
で
き
る
教
科
横
断
的
な
学
習

を
実
践
し
、
主
体
的
な
学
習
態
度
の
育
成
に
取
り
組

み
ま
す
。
各
種
調
査
等
の
結
果
を
分
析
し
、
学
力
・

学
習
状
況
の
把
握
・
検
証
に
努
め
、
教
員
加
配
制
度

の
活
用
及
び
教
員
免
許
所
持
者
に
よ
る
学
習
指
導
専

門
支
援
員
の
配
置
を
継
続
し
、
学
力
向
上
対
策
と
校

内
指
導
体
制
の
強
化
を
図
り
、
組
織
的
な
授
業
の
改

善
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
教
員
の
一
貫
教
育
制
度
導
入
の

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
相
互
乗
り
入
れ
授
業
、
合
同

研
修
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
教
職
員
全
員
が
指
導
の

在
り
方
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
持
ち
、「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
、
よ
り
一
層
の

授
業
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

道
徳
教
育

　

児
童
生
徒
が
発
達
の
段
階
に
応
じ
て
、
人
権
に
関

す
る
知
識
を
身
に
付
け
、
自
己
の
生
き
方
を
「
考
え
」、

意
見
の
違
う
他
者
と
「
議
論
す
る
」
道
徳
の
授
業
に

取
り
組
み
、
自
他
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
成
し
ま
す
。

雨
竜
町
の
豊
か
な
自
然
、
歴
史
や
文
化
へ
の
理
解
を

深
め
、
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
「
ふ
る
さ
と　

う

り
ゅ
う
」
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
児
童
生
徒
の
育
成

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
で
外
部
講
師
を
招
聘
し
、
研
究

授
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
道
徳
教
育
推
進
教
師

を
中
心
に
、
全
教
職
員
で
指
導
計
画
や
指
導
方
法
の

工
夫
・
改
善
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
９
年
間
を
見
通

し
た
「
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
活
用
し
、

児
童
生
徒
の
好
ま
し
い
人
間
関
係
を
育
む
取
組
を
教

育
課
程
に
位
置
づ
け
、
道
徳
教
育
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

特
別
活
動

　

社
会
や
集
団
の
一
員
と
し
て
よ
り
良
い
生
活
や
人

間
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
・
実
践
的
な
態
度

を
育
て
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の
「
個
性
」

を
認
め
合
い
、
助
け
合
う
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
構

築
す
る
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
連
帯
感
や
達
成
感
を

養
い
、
児
童
生
徒
が
自
ら
の
成
長
を
実
感
で
き
る
特

別
活
動
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

　

課
題
解
決
や
探
究
活
動
に
主
体
的
、
創
造
的
、
協

働
的
に
取
り
組
む
態
度
や
、
自
己
の
生
き
方
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
資
質
・
能
力
を
育
て
る
た
め
、
自

ら
が
課
題
を
設
定
し
、
ね
ば
り
強
く
取
り
組
む
活
動

を
通
し
て
解
決
す
る
能
力
や
表
現
力
を
身
に
つ
け
る

学
習
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
の
教
育
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
将
来
の

人
生
観
・
社
会
観
・
職
業
観
を
培
う
職
場
体
験
学
習

や
米
づ
く
り
等
の
実
習
活
動
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
町
内
関
係

団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
徒
指
導

　

一
人
ひ
と
り
の
個
性
、
能
力
、
適
性
等
を
伸
ば
し
、

自
己
実
現
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
き
め
細
か

な
指
導
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。「
命
の
大
切
さ
」
や

「
い
じ
め
を
許
さ
な
い
心
」
を
醸
成
す
る
た
め
、「
雨

竜
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
各
学
校

及
び
小
中
学
校
合
同
で
の
対
策
と
取
り
組
み
を
実
施

し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
「
い
じ
め
は
絶
対
に

許
さ
な
い
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
望
ま
し
い
人
間

関
係
を
築
く
力
を
育
む
指
導
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

い
じ
め
、
不
登
校
、
非
行
等
の
未
然
防
止
、
早
期

発
見
、
早
期
解
決
に
向
け
て
関
係
機
関
及
び
家
庭
と

迅
速
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、
教
育
相
談
機
能
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
在
籍
時
の
心
や
体
の
経
年
変
化

を
小
中
全
教
職
員
で
共
有
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
カ
ル

テ
を
活
用
し
て
き
め
細
か
な
指
導
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

健
康
・
安
全
指
導

　

児
童
生
徒
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
、
健
康
的

な
生
活
の
習
慣
化
と
安
全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を

家
庭
や
地
域
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
に
向
け
、
教
職
員
の
資

質
を
高
め
、
多
様
化
す
る
健
康
課
題
へ
の
対
応
や
９

年
間
を
見
通
し
た
体
力
向
上
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

新
十
津
川
町
と
の
学
校
給
食
共
同
実
施
に
お
い
て
、

雨
竜
町
産
農
産
物
を
含
め
た
地
産
地
消
を
推
進
し
、

安
全
で
安
心
な
給
食
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
情
報
を

共
有
し
、「
雨
竜
町
学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
」
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
適
切
に
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
学
生
を
対
象
と
し
た
フ
ッ
化
物
洗
口
に
つ
い
て

は
、
虫
歯
予
防
対
策
と
し
て
継
続
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

火
災
や
自
然
災
害
、
不
審
者
等
に
対
応
す
べ
く
、

避
難
訓
練
や
集
団
下
校
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に

「
一
日
防
災
学
校
」
を
行
い
、
防
災
教
育
の
充
実
に
努

め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
北
海
道
警
察
や
関

係
機
関
と
連
携
し
て
実
施
し
、
若
年
層
か
ら
の
薬
物

に
対
す
る
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を
優
先
か
つ
機
能
的
に
実

施
す
る
た
め
の
「
学
校
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

全
職
員
が
共
通
理
解
し
、
迅
速
か
つ
組
織
的
に
対
応

が
で
き
る
よ
う
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
支
援
教
育

　

教
育
的
ニ
ー
ズ
と
本
人
、
保
護
者
の
願
い
を
把
握

し
、
個
別
の
指
導
計
画
及
び
教
育
支
援
計
画
に
お
い

て
、
教
職
員
が
共
通
理
解
を
図
り
な
が
ら
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
せ

る
よ
う
特
別
支
援
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中

心
に
情
報
の
共
有
と
適
切
な
指
導
や
支
援
に
努
め
る

と
と
も
に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置
し
、
き

め
細
か
な
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

情
報
教
育 

　

多
様
な
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
個
別
最
適
な

学
び
の
実
現
に
向
け
、
資
質
・
能
力
を
確
実
に
育
成

す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
適
切
に
活
用
し
た
「
教
育
の
情
報
化
」
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を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
児
童
生
徒
が
学
校
及
び

家
庭
に
お
い
て
端
末
を
有
効
に
活
用
し
、
学
習
で
き

る
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
本
格
的
に
導
入
す
る
学
習
支
援
ソ
フ

ト
に
よ
り
、
双
方
向
授
業
の
充
実
を
図
り
子
ど
も
た

ち
の
学
習
へ
の
興
味
、
関
心
を
高
め
、
思
考
力
、
判

断
力
、
表
現
力
及
び
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
環
境 

　

中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て

子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、
芸
術
に
親
し
む

こ
と
が
で
き
る
機
会
と
し
て
諸
条
件
を
整
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い

て
、
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
持
続
可
能
な
活
動
と

学
校
の
働
き
方
改
革
の
両
立
を
目
指
し
て
、
北
空
知

圏
域
市
町
と
の
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年

度
は
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
合
同
チ
ー

ム
で
の
練
習
に
係
る
送
迎
を
農
作
業
繁
忙
期
間
中
に

試
行
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し
て
学
校
給
食
費
の
助

成
と
、
修
学
旅
行
費
助
成
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
就
学
時
前
に
必
要
と
な
る
世
帯
に
対
し
て

は
、
就
学
援
助
制
度
の
入
学
前
適
用
に
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

カ
ナ
ダ
ト
ロ
ン
ト
国
語
教
室
と
の
交
流
に
つ
い
て

は
、
受
け
入
れ
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

働
き
方
改
革 

　

限
ら
れ
た
人
的
資
源
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら

真
に
必
要
な
教
育
活
動
に
注
力
す
る
た
め
、
学
校
に

お
け
る
働
き
方
改
革
を
推
進
し
、
教
職
員
が
業
務
に

専
念
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　

校
務
の
効
率
化
や
事
務
作
業
に
要
す
る
時
間
の
縮

減
を
図
る
た
め
の
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
し
た
教
育
活
動
や
業
務
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

幼
児
・
青
少
年
教
育

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
る
た

め
、
生
後
10
か
月
の
乳
幼
児
を
は
じ
め
、
保
育
園
年

中
児
、
小
学
１
年
生
及
び
中
学
１
年
生
を
対
象
と
し

た
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
を
継
続
し
、家
庭
・
地
域
・

学
校
に
お
け
る
読
書
活
動
の
推
進
と
読
解
力
向
上
を

目
指
し
、
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
ち
び
っ
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ

教
室
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
様
々
な
分
野
の
講

師
を
招
致
し
、
町
内
で
の
開
催
を
主
に
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
園
児
や
小
学
校
低
学
年
を
対
象
と
し

た
「
水
泳
教
室
」
な
ど
、
様
々
な
体
験
活
動
と
学
習

機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
親
子
で
参
加
で
き
る

事
業
も
展
開
し
、
保
護
者
の
交
流
の
場
と
子
育
て
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
雨
竜
高
等
養
護
学
校
の
協
力
の
も
と
実

施
し
て
い
る
「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
」
を
は
じ
め
、

「
雨
竜
町
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
」
や
、
子
ど
も
会
育
成

連
活
動
へ
の
支
援
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
リ

ー
ダ
ー
養
成
講
習
会
」
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

成
人
教
育

　

多
様
化
・
高
度
化
す
る
学
習
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把

握
し
対
応
す
る
た
め
、
各
種
団
体
や
サ
ー
ク
ル
活
動

の
育
成
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
健
康
づ
く
り

や
体
力
づ
く
り
に
関
す
る
教
室
な
ど
基
礎
か
ら
応
用

ま
で
を
推
進
す
る
一
連
の
機
会
を
設
け
、
よ
り
多
く

の
方
に
興
味
を
持
っ
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

教
室
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
教
育

　

高
齢
者
が
明
る
く
健
や
か
で
有
意
義
な
生
活
を
送

る
た
め
、
健
康
を
保
持
し
、
教
養
を
深
め
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
学
習
で
き
る
雨
竜
町
高
齢
者
の
学
び
の
場

「
い
き
い
き
学
園
大
学
」
を
引
き
続
き
開
催
し
、
学
習

内
容
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
教
育

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
の
連
携
協
力

に
よ
り
、
20
回
目
の
開
催
と
な
る
「
キ
ッ
ズ
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
in
雨
竜
」
を
は
じ
め
、
本
年
１
月
に
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
た
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

ア
ル
テ
ミ
ス
北
海
道
と
の
共
同
事
業
に
よ
り
、
運
動

教
室
等
を
開
催
し
、
幼
少
時
か
ら
の
体
力
づ
く
り
と

身
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
様
々
な
取
組
を
展
開
し
、
町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
む
機
会
の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

芸
術
文
化
振
興

　

雨
竜
町
の
文
化
活
動
を
行
う
方
々
が
発
表
す
る
貴

重
な
機
会
で
あ
る
「
町
民
文
化
祭
」
の
開
催
を
は
じ
め
、

芸
術
や
文
化
団
体
の
育
成
と
活
動
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
伝
統
芸
能
を
「
う
り
ゅ
う
」
の
歴
史

的
文
化
と
し
て
次
世
代
に
伝
承
す
る
た
め
、
今
後
も

郷
土
伝
統
芸
能
の
活
動
に
対
し
て
、
積
極
的
に
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
体
育
施
設
維
持
管
理

　

社
会
教
育
活
動
を
行
う
上
で
の
拠
点
と
な
る
各
施

設
の
適
切
な
維
持
管
理
と
有
効
活
用
に
努
め
、
利
用

者
の
視
点
に
立
っ
た
施
設
の
環
境
改
善
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
令
和
６
年
度
の
教
育
行
政
に
関
す
る
基
本

的
か
つ
重
点
的
な
事
項
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
学
校
教

育
の
充
実
と
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
感
じ
、

仲
間
と
ふ
れ
あ
い
笑
顔
あ
ふ
れ
る
生
涯
学
習
社
会
の

構
築
を
目
指
す
た
め
、
教
育
に
携
わ
る
全
て
の
関
係

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
務
を
自
覚

し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
行
政
の
推
進
に
最
善
の

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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令和６年度一般会計 39億3,831万円 （１人当たり1,874,493円）

地方交付税
　国が財源の不足する市町村に配
　分するお金
町債
　事業を行う場合の財源不足を補
　うための借金
道支出金
　特定の事業に対し、道が支出す
　る補助金
繰入金
　事業を行うために貯金から取り
　崩すお金
国庫支出金
　特定の事業に対し、国が支出す
　る補助金
町税
　皆さんが納めた税金
寄附金
　町への寄付金やふるさと納税
使用料・手数料
　公共施設使用料、住民票などの
　交付手数料
その他
　国からの交付金や財産収入

※「％」は、一般会計予算に占める割合を示しています
※１人あたりの金額は、令和６年２月末人口2,101人で割り返した金額です。

総務費
　町の運営、企画、ふるさと納税
　に関する経費
土木費
　道路整備や除排雪、公営住宅の
　管理に関する経費
公債費
　町の借金に係る返済
民生費
　福祉サービスや保育園運営に関
　する経費
職員費
　職員の給料など
農林水産業費
　農業振興や土地改良事業に関す
　る経費
衛生費
　保健・医療や環境対策に関する
　経費
教育費
　学校教育や文化・スポーツ振興
　などに関する経費
消防費
　消防活動に対する負担金など
商工費
　商工業振興や観光振興に関する
　経費
その他
　議会運営などに要する経費など
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一般会計予算概要

・ライスコンビナート改修事業 31,350千円

・中山間地域等直接支払事業 123,617千円

・多面的機能支払事業 126,327千円

・うりゅう米作付奨励助成事業<拡充> 7,500千円

　～作付面積500円/10a助成及び出荷率に応じ数量払 

・暑寒メロン生産資材費助成事業 4,400千円

　～ハウス設置（新規４割、更新３割）及び種苗費等助成 

・農地整備事業 32,219千円

　～北友南地区、東栄第１・第２地区基盤整備事業 

・農地基盤整備事業夏期工事助成事業 9,360千円

・農業水路等長寿命化・防災減災事業 34,000千円

　～洲本地区排水路の長寿命化改修 

・新規就農者育成事業 7,492千円

　～新規就農者に対する農地賃借料・住宅料等の助成 

　　新規就農者予定者に対する研修手当、営農指導助成 

・うりゅう農業後継者未来応援事業 7,500千円

　～後継者の機械取得や免許など150万円/人を限度に交付 

・農業次世代人材投資事業 2,075千円

・うりゅう商店街元気づくり活性化事業<拡充> 14,985千円

　～起業・新規開業や店舗整備、雇用創出費用などを支援 

・うりゅうにぎわいＵＰ事業 5,525千円

　～プレミアム率20％の割増付き電子マネー発行 

・特産品開発協議会補助金交付事業 1,500千円

・観光誘客促進雨竜割引事業 1,300千円

産業の振興 暮らしの安心

・防災関連通信施設整備事業<新規> 198,000千円

　～防災行政無線設備全体更新を実施 

・中空知生活交通確保対策事業 1,903千円

・タクシー利用助成事業<拡充> 5,020千円

　～65歳以上の高齢者及び身体障害者手帳保持者に加え、 

　　高校生から65歳未満の運転免許未所持者にも利用拡大

医療・福祉事業の推進

・子育て支援保育料助成事業（保育料無償化） 8,040千円

・子育て支援事業（妊婦健康診査）<拡充> 1,144千円

・インフルエンザ予防接種費用助成事業<拡充> 3,182千円

　～予防接種費用2,500円/回→3,000円/回に拡充し助成 

・子ども医療費助成事業<拡充> 6,745千円

　～未就学児から高校生までの入通院費を助成 

・保育園改修等事業 2,474千円

・長寿祝金交付事業 3,310千円

・冬季生活支援事業 2,000千円

　～低所得世帯への１万円分のふれあい商品券交付 

・高齢者生活支援推進事業 2,492千円

　～配食サービス、雪下ろし支援の助成 

・いきいき館修繕事業 2,400千円

教育環境の整備

・学校給食費保護者負担軽減事業 9,809千円

　～児童生徒の学校給食費の概ね６割を助成 

・修学旅行保護者負担軽減事業 630千円

　～修学旅行費の概ね４割を助成 

・校務支援システム導入事業<新規> 1,557千円

・改善センター等改修事業 3,970千円

まちづくりの推進

・ふるさと納税返礼事業 120,647千円

・地方創生推進事業<新規> 14,000千円

　～学びの充実等に資する事業を実施 

・雨竜町住まいる定住促進事業 13,149千円

　～出産祝金交付、若者定住、持ち家奨励金を交付 

・こどもエコすまいる支援事業<新規> 5,000千円

　～子育て世帯の転入促進及び省エネ住宅の新築支援 

・未来のうまい人づくり事業 3,000千円

生活環境施設の整備

・町道維持補修事業 16,763千円

・道路整備新設改良事業 29,454千円

　～町道牧岡８号線の設計及び改修工事など

・石狩川等緑樹帯樹木管理事業 9,000千円

・公営住宅改修等事業 15,700千円

・わかば団地公共賃貸住宅建替事業 341,743千円

　～わかば団地Ｅ棟の完成及び外構工事 

・公営住宅等長寿命化改修事業 35,700千円

　～第２みどり団地Ｄ棟外部改善工事 

・滝川地区広域消防事務組合設備等更新事業 43,920千円

　～江竜タンク車の更新 

・消防設備等改修事業 1,771千円

　～老朽化した町内消火栓の更新
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雨竜小学校　卒業生16人雨竜小学校　卒業生16人

卒業・卒園おめでとう!卒業・卒園おめでとう!
３月19日

　卒業生16人は在校生や保護者、学校関係者
に向かって「将来は農家になりたいです」「中
学校で勉強と部活を頑張りたいです」など、
将来の夢や中学校での目標を大きな声で述べ
て、卒業証書を受け取りました。
　三好考央校長から「皆さんはこれから新し
い世界にチャレンジします。臆することなく
チャレンジいっぱいの中学校生活を送ってく
ださい」と激励の言葉が送られました。
　在校生からは、卒業生一人ひとりに感謝の
言葉が送られ、卒業生と一緒に『Believe』を
歌いました。
　式典の最後には卒業生が『未来へ』を合唱し、
会場は感動に包まれました。

３月23日

　卒園児たちは可愛らしい衣装に身を包み保
護者や先生が見守る中、元気に返事をして卒
園証書を受け取りました。
　瀧山直美園長から「ありがとうの気持ちを
大切にして、家族やお友達にたくさん伝えて
あげてください」と式辞の言葉が送られまし
た。
　式の最後には、卒園児が『だいすきだよ。』
を斉唱し、先生や友達に「だいすきだよ。あ
りがとう」と感謝の気持ちを届けました。 雨竜保育園　卒業生10人雨竜保育園　卒業生10人

　広報うりゅう　2024.4　12

祝祝
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雨竜中学校　卒業生14人雨竜中学校　卒業生14人

３月12日

　義務教育課程を修了した14人の雨竜中学校の３年生。
卒業証書授与では、堂々とした表情で３年間の成長の証
を受け取りました。
　清水一伸校長からの式辞では「皆さんが培ってきた自
ら考え主体的に行動する姿勢は未来を切り開く原動力で
す。これからも皆さんが大いに活躍することを願ってい
ます」とはなむけの言葉が送られました。
　卒業生代表の橋本來依さんは「保育園からずっと一緒
に過ごしてきた仲間と離れるのは寂しいですが、これか
らはそれぞれが将来に向かって違う道を歩んでいきま
す。また会おう、群青で」と答辞を述べ、卒業生で合唱
曲『群青』を、生徒全員で『旅立ちの日に』を歌い、会
場は感動に包まれました。

　式典では在校生代表の送辞でお世
話になった卒業生へ感謝の言葉が送
られた後、卒業生代表の答辞で「学
校祭で未来の同窓会を演じたときの
ように、将来みんなで集まりたいと
思っています。この学校で過ごした
掛け替えのない日々は宝物です」と
高校生活の思い出が述べられまし
た。
　また、廊下にはマフラーやランチ
ョンマット、コーヒーカップ、米俵
などそれぞれの科の特色が表現され
た卒業制作が飾られ、３年間の思い
出であふれていました。

３月８日

雨竜高等養護学校　卒業生31人雨竜高等養護学校　卒業生31人
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雨
竜
小
学
校

教　諭

半 澤 雅 人

　

こ
の
た
び
の
異
動
で
、
滝
川
市
立

西
小
学
校
へ
赴
任
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
雨
竜
小
学
校
で
は
、
６
年

間
お
世
話
に
な
り
、
多
く
の
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

明
る
く
素
直
で
、
何
事
に
も
一
生

懸
命
に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
と
、

常
に
協
力
的
な
保
護
者
や
地
域
の
皆

様
の
お
か
げ
で
、
大
変
充
実
し
た
毎

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

６
年
間
で
２
度
も
卒
業
担
任
を
さ
せ

て
い
た
だ
け
た
こ
と
、
算
数
・
理
科

に
加
え
て
中
学
校
数
学
の
Ｔ
Ｔ
も
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
な
ど
、

教
員
と
し
て
大
変
貴
重
な
経
験
を
積

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

雨
竜
の
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、

地
域
の
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
新
任
地
で
も
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教　諭

向 井 沢 美

　

雨
竜
小
学
校
で
は
６
年
間
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
赴
任
し
て

す
ぐ
１
年
生
の
担
任
と
な
り
、
そ
の

子
た
ち
の
卒
業
と
同
時
に
異
動
と
い

う
の
は
な
ん
だ
か
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
素
直
で
何
事
に
も
一
生

懸
命
に
取
り
組
む
素
晴
ら
し
い
子
ど

も
た
ち
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
温
か
く

協
力
的
な
保
護
者
の
皆
様
と
過
ご
せ

た
雨
竜
小
学
校
で
の
６
年
間
は
充
実

し
た
楽
し
い
毎
日
で
し
た
。
大
変
有

り
難
い
環
境
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
暑

寒
の
山
々
を
見
な
が
ら
の
通
勤
は
季

節
を
感
じ
ま
し
た
し
、
町
民
文
化
祭

で
作
品
や
発
表
を
見
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
り
、
神
楽
や
暑
寒
太
鼓
な
ど
伝

統
的
な
も
の
も
間
近
で
見
る
こ
と
が

出
来
た
の
も
思
い
出
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
短
い
間
で
す
が
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

このページでは、小・中学校・高等養護学校の転出される方か
ら寄せられたごあいさつを掲載します。
転入される方につきましては、次号にて紹介します。 Personnel Changes In Spring

雨
竜
高
等
養
護
学
校

教　頭

藤 川 昌 貴

　

こ
の
度
、
旭
川
高
等
支
援
学
校
へ

異
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
27

年
４
月
か
ら
教
諭
と
し
て
約
６
年

半
、
令
和
３
年
９
月
か
ら
教
頭
と
し

て
約
２
年
半
、
合
計
９
年
間
に
渡
っ

て
お
世
話
に
な
り
、
大
変
寂
し
い
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

開
校
以
来
、
本
校
は
現
場
実
習
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
と
の
関
わ
り
を

通
し
て
、
生
徒
は
多
く
の
学
び
と
成

長
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
生
徒
達
へ
の
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
雨
竜
町
の

ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
町
民
の
皆
様

の
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教　諭

古 関 仁 久

　

雨
竜
小
学
校
で
は
、
３
年
間
で
し

た
が
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

小
・
中
の
連
携
の
も
と
、
先
進
的

な
教
育
を
進
め
て
い
る
学
校
で
、
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
生
活
が
で
き
た

こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
小
学
生
と
中

学
生
が
一
緒
に
な
っ
て
素
敵
で
楽
し

い
学
校
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
あ
た

り
前
で
あ
る
か
の
よ
う
な
す
ば
ら
し

い
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

雨
竜
町
の
学
校
や
こ
こ
で
生
活
を
し

て
い
る
こ
と
で
、
地
域
の
誇
り
や
自

信
を
持
ち
た
く
ま
し
く
生
活
を
し
て

い
る
様
子
か
ら
、
私
自
身
と
て
も
励

ま
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
で
退
職
を
迎

え
ま
す
が
、
今
ま
で
の
教
職
員
生
活

を
も
と
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
自
分

の
人
生
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
、
本
日
ま
で
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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Personnel Changes In Spring

雨
竜
中
学
校

教　諭

光　野　さとみ

　

雨
竜
中
学
校
で
６
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
雨
竜
町
は
、
私
が
中

３
の
頃
よ
く
聴
い
て
い
た
ラ
ジ
オ
の

Ｄ
Ｊ
カ
ラ
ス
さ
ん
の
出
身
地
で
、
当

時
雨
竜
町
で
ラ
ジ
オ
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ
っ
た
の
で
雨
竜
ま
で
来
て
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
思
い
出
の
町
で
勤
務
す
る
こ
と

が
で
き
、
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
地
域
の
方
や
優
し
い
保
護

者
の
方
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
体
験

を
し
て
頑
張
る
生
徒
た
ち
に
出
会
い

ま
し
た
。
小
学
校
と
合
同
で
行
事
を

進
め
る
中
学
生
は
、
し
っ
か
り
と
し

た
顔
、
優
し
い
顔
で
輝
い
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
う
り
ゅ
う
米
の
お
い
し

さ
に
も
感
激
し
ま
し
た
。
雨
竜
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
再

確
認
す
る
機
会
と
し
て
、
宿
泊
研
修

で
札
幌
で
う
り
ゅ
う
米
の
販
売
許
可

を
し
て
い
た
だ
い
た
教
育
委
員
会
や

雨
竜
振
興
公
社
の
方
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
方
々
に
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

教　諭

村 上 和 徳

　

６
年
前
、
雨
竜
町
に
転
勤
し
て
き

て
か
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
が
過

ぎ
、
こ
の
地
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
担
任
や
部
活
動
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
は
保
護
者
の
皆
様
に

温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
教
育
委
員
会

を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
に
は
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
の
職
場
体
験
や

学
校
行
事
、
子
供
会
等
で
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

  

雨
竜
は
、
生
徒
た
ち
も
一
生
懸
命

に
努
力
す
る
生
徒
ば
か
り
で
し
た
。

体
育
大
会
で
大
声
で
仲
間
を
応
援
し

て
い
た
姿
、
委
員
会
活
動
で
新
た
な

企
画
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
姿
、
部

活
動
で
本
気
で
笑
っ
た
り
泣
い
た
り

し
た
姿
。
そ
の
ど
れ
も
が
今
で
も
心

の
中
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

と
て
も
充
実
し
た
６
年
間
で
し
た
。

　

雨
竜
町
で
の
経
験
を
生
か
し
、
次

の
勤
務
地
で
も
、
教
育
に
尽
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
も
ど
う
か
お

元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
今
ま

で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

事務職員

伊 藤　　 楓

　

雨
竜
中
学
校
で
４
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
４
年
間
、
児
童

生
徒
の
皆
さ
ん
・
保
護
者
の
皆
様
を

は
じ
め
、
地
域
の
方
々
に
は
た
く
さ

ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

赴
任
し
た
当
初
は
大
学
を
卒
業
し

た
ば
か
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
雨
竜
町

の
皆
様
が
作
り
出
す
温
か
く
て
優
し

い
雰
囲
気
に
と
て
も
助
け
ら
れ
ま
し

た
。
現
在
ま
で
も
そ
の
雰
囲
気
の
お

か
げ
で
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
雨
竜
町
の
自
然
豊
か
な
環

境
も
と
て
も
魅
力
的
で
、
通
勤
の
際

に
何
度
も
美
し
い
景
色
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
度
に
心
が
動
か
さ
れ

た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
こ
ん

な
に
魅
力
的
な
町
で
勤
務
す
る
こ
と

が
で
き
て
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

す
。

　

雨
竜
町
で
の
た
く
さ
ん
の
経
験
を

次
の
勤
務
地
で
も
生
か
し
、
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

教　頭

研 谷 靖 夫

　

雨
竜
中
学
校
で
３
年
間
、
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
雨
竜
沼
湿
原
を
は

じ
め
と
す
る
自
然
豊
か
な
雨
竜
町
で

過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
幸
せ

で
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
達
や
保

護
者
・
地
域
の
皆
様
、
教
育
関
係
者

の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
充
実
し
た
環

境
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
学
校
か
ら
見
え
る
景
色
も
素
晴

ら
し
い
の
で
す
が
、
自
宅
か
ら
間
近

に
見
え
る
小
中
学
校
の
校
舎
も
大
好

き
で
し
た
。
４
月
か
ら
は
、
故
郷
で

あ
る
深
川
の
小
学
校
に
転
勤
し
ま

す
。
雨
竜
小
中
学
校
で
の
経
験
を
生

か
し
、
今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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課長
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農政林務 　宗　近　秀　靖 　谷　口　正　人 　宗　石　　　創 　西　田　真　智

（産業建設課農政林務担当主事）

　金　山　　　仁
（新規採用）

商工観光 　小　川　 智　代
　（住民課保健担当主幹［事務］）

(兼)金　山　　　仁 　大　坂　　　翠

技術長

　西　井　浩　司
建設管理 (扱)西　井　浩　司 　杉　本　政　人 　梅　原　祐　哉

　（産業建設課建設管理担当主事）

　田　中　邦　彦

(定)淺　田　好　則
（農業委員会事務局長）

室長（農村整備）

　村　本　邦　広
農村整備 　佐々木　　　督 　野々宮　博　介

出納室 会計管理者

　先　名　輝　彦
（教育委員会教育課長）

税務会計 　小　川　和　宏 　伊　藤　隆　博
（総務課企画財政担当主任）

(再)芳　本　幸　子 　岩　塚　圭　輔

教　育
委員会
事務局

教育課長

　瀧　山　智　治
（住民課長）
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　堀　籠　成　希
（産業建設課農村整備担当主任級主事）

　真　島　健　太
（新規採用）
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事務局長
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　藤　田　岳　民
（出納室税務会計担当主査）

(兼)西　田　真　智

議　会
事務局

事務局長

　小宮山　めぐみ
（出納室会計管理者）

議　　会 　石　川　実砂希
（議会事務局主任）
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　　　　　■ 副町長　　源　　　英　博
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　雨竜町暑寒連山太鼓保存会（大熊裕章会長）が３月
13日、空知管内教育実践表彰の社会教育表彰（団体）
として北海道教育庁空知教育局長から表彰されました。
　今回の表彰は、町内外の様々な場で日本古来の伝統文
化である和太鼓演奏を披露し、伝統文化の次世代への伝
承に尽力していることと、挨拶・礼儀・異年齢間の交流
などを大切にする実践を通じ、地域振興や青少年健全育
成の面からも管内社会教育の振興発展に大きく貢献され
たとするものです。
　大熊会長は「地域の方々の応援のおかげで今回賞をい
ただくことができました。今後も子どもたちの笑顔を大
切に活動していきたいです」と話しました。

暑寒連山太鼓保存会が表彰！

　雨竜町第三赤十字奉仕団（長谷川ふみ子委員長・委員
20人）が３月14日、新１年生10人の交通安全を願っ
て、手作りキーホルダーを雨竜小学校へ贈呈しました。
　長谷川委員長は「入学おめでとうございます。交通安
全に気を付けて、元気に通学してください」と話してく
れました。

雨竜町第三赤十字奉仕団
新１年生に手作り交通安全キーホルダーを贈呈

　おいでサロン主催によるオカリナコンサートが３月
14日に公民館で開催され、約50人が足を運びました。
上砂川町在住のオカリナ奏者であるロンリー田中さん
が『見上げてごらん夜の星を』『川の流れのように』な
ど16曲を演奏しました。また、三宅由美さん（９町内）
もオカリナで『夜桜お七』（坂本冬美）を披露しました。
　廣長隆子さん（９町内）は「オカリナの演奏を聴く機
会はあまりないので来てみましたが、とても素晴らしい
音色でした」と話しました。

おいでサロンでコンサート
ロンリー田中さんがオカリナの音色を響かせる
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未来のうまい人づくり事業  実施報告

　うりゅう暑寒漬合同会社（髙田聡子代表）の２名が京都府及び
奈良県において、漬物製造の研修視察を実施しました。
　奈良県においては、奈良漬の奈良屋を視察し、製造工程の見学
及び懇談により、白瓜、メロン、スイカなどの漬物製造について
学びました。また、漬物に使用される野菜は県内の生産農家から
仕入れ、地産地消の取組も推進していることや、ＪＡＳ認定の取得、
漬物製造において発生する酒粕を活用した肥料製造の取り組みな
ども伺うことができました。
　京都府においては、志が漬けの里「土井志ば漬本舗」を訪問し、
志ば漬けの製造工程や店舗見学を行った中で、使用するチソの育
成や、色々な野菜の漬物の販
売状況を見学し、漬物製造の
歴史についても学びました。
　この研修を通し、漬物製造
に対する思いが更に強くなり、
自分たちで作る漬物が皆さん
の食卓のご飯のおともになる
ものを作っていきたいと話し
ていました。

～人材育成事業を活用し実施された事業を紹介します。～
うりゅう暑寒漬合同会社が研修視察を実施（2/13～15　京都府・奈良県）

※事業を活用してみませんか
　
　未来のうまい人づくり事業を活用して研修事
業等を行う場合は、事業実施の２か月前までに
申請をお願いします。事業の詳細はホームペー
ジをご覧いただくか総務課企画財政担当窓口（☎
77-2211）までお問い合わせください。

バス運行時刻の変更について
　４月１日からバス運行時刻が変更となりますので、次のとおりお知らせいたします。

〇滝川方面行き
平日ダイヤ 追分発 雨竜発 滝川駅前着

7:09 7:14 7:46
7:44 7:49 8:21
8:29 8:34 9:06
9:24 9:29 10:01
12:24 12:29 13:01
16:24 16:29 17:01
17:39 17:44 18:16
18:24 18:29 19:01
19:34 19:39 20:11

土日祝ダイヤ 追分発 雨竜発 滝川駅前着
7:44 7:49 8:21
13:34 13:39 14:11
18:04 18:09 18:41

〇深川方面行き
平日ダイヤ 雨竜発 追分発 深川市立病院前着

6:57 7:03 7:32
7:42 7:48 8:17
8:07 8:13 8:42
12:57 13:03 13:32
15:42 15:48 16:17
16:57 17:03 17:32
18:12 18:18 18:47
19:47 19:53 20:22

土日祝ダイヤ 雨竜発 追分発 深川市立病院前着
8:07 8:13 8:42
12:57 13:03 13:32
18:12 18:18 18:47

〇雨竜町内→札幌駅前
追分市街発 雨竜市街発 札幌駅前着
13:13 13:17 15:22
15:33 15:37 17:42

〇札幌駅前→雨竜町内
札幌駅前発 雨竜市街着 追分市街着
7:20 9:22 9:26
19:05 21:07 21:11

１　深滝線

２　高速るもい号
≪お問い合わせ先　　空知中央バス滝川営業所　電話　２４－６１９１≫

≪お問い合わせ先　　北海道中央バス滝川営業所　電話　２４－６１９１≫



19　Uryu Town Public Relations 2024.4

こどもエコすまいる支援事業
　令和６年度から新規事業として、子育て世帯の転入及び新築における省エネ設備の導入によるゼロカーボンの推進を
図ることを目的に助成事業を行います。

雨竜町住まいる定住促進事業
　町では定住促進事業として、本町に定住を確約される方で、交付要件をすべて満たした方を対象に奨励金を交付します。

■助成の内容
　●転入世帯　250万円
　●中学生以下の子ども１人につき　50万円
　●北方型ZERO対応住宅の場合　　　50万円
　　※上記の合計で500万円を上限
　　※雨竜町住まいる定住促進事業における持ち家
　　　奨励金（新築）との併用はできません。

■助成対象
　町外在住者で、中学生以下の子ども１人以上と同居・
養育する世帯を対象に、土地開発公社分譲地を購入し住
宅を新築した方。

■お問い合わせ
　総務課企画財政担当　　　　☎77-2211

雨竜町出産祝金
金額：第１子　　　　５万円（うち商品券２万円）
　　　第２子　　　 10万円（うち商品券３万円）
　　　第３子以降　100万円（うち商品券22万円）
　　　※第３子以降は３回に分けて交付
　　　　（２回目は３歳時、３回目は６歳児）
対象：父または母が出産時に２年以上本町に在住養育
　　　子が同居（定住）している方
申請：出生届の届日後
　　　第３子以降の２・３回目は時期到来後
窓口：住民課保健担当　　　　　☎77-2212

宅地奨励金
●土地開発公社分譲地または新規転入者のその他の土地
　購入
金額：購入費の１／２（上限150万円）
●町内在住者のその他の土地購入
金額：購入費の１／３（上限150万円）
対象：いずれも土地売買契約後５年以内に住宅を
　　　新築された方
●定住促進団地の購入
金額：販売価格から５円／坪を控除した額
対象：土地売買契約後３年以内に住宅を新築された方
申請：いずれも住宅の建物表示登記完了後
窓口：総務課企画財政担当　　　☎77-2211

持ち家奨励金
●1,000万円以上の新築住宅
金額：工事請負金額の10％（上限300万円）
●100万円以上の住宅リフォーム
金額：工事請負金額の10％（上限100万円）
対象：いずれも町内業者に発注した方
●空き住宅の解体
金額：工事請負金額の１／３（上限30万円）
対象：町内の空き住宅付き宅地を購入後１年以内に
　　　住宅を解体し、新築工事を着工した方
申請：新築またはリフォーム工事完了後
窓口：総務課企画財政担当　　　☎77-2211

出産祝金交付事業 持ち家定住奨励事業

転入者奨励金・農業新規参入者奨励金
金額：単身世帯　10万円／家族世帯　20万円
対象：満45歳以下の転入者で、通年雇用の常勤労働者
申請：転入（在住）・就業ともに２年経過後
窓口：総務課企画財政担当　　　☎77-2211
　　　産業建設課農政林務担当　☎77-2213

新規学卒者就業奨励金
金額：10万円
対象：新規学卒後３年以内に就業した通年雇用の
　　　常勤労働者
申請：転入（在住）・就業ともに２年経過後
窓口：総務課企画財政担当　　　☎77-2211

結婚定住祝金
金額：１組　10万円
対象：町内に２年以上在住・就業している方
申請：婚姻届の届出日以降
窓口：総務課企画財政担当　　　☎77-2211

若者定住奨励事業

交付条件や対象の可否など詳しい内
容につきましては、各担当窓口まで
お問い合わせください
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雨竜町行政ポイント雨竜町行政ポイント
お得に貯めよう！ 令和６年度

　雨竜町では商工会と連携し、ＵＰカード加盟店の売上や集客力の向上を目的に、町が行う各種事業に参

加した方や行政サービスを利用した方に対して「行政ポイント」を付与しています。この「行政ポイント」

はＵＰカード加盟店でご利用できます。

　実施日については、担当課または広報うりゅうなどでご確認ください。

雨竜町行政ポイント付与対象事業一覧
分　　　野 事　　　　　業　　　　　名 担　当　課 付与ポイント

人口拡大 転入者 住民課 500

出生届 住民課 500

健診事業 健康診査（国保・後期・若年） 住民課 50

がん検診（肺・胃・大腸・子宮・乳・前立腺） 住民課 50

エキノコックス症検査 住民課 50

ピロリ菌検査 住民課 50

ＪＡ巡回総合ドック 住民課 50

歯科健診 住民課 50

健診結果説明会・保健指導 住民課 50

乳児・１歳６か月・３歳健診 住民課 50

参加型事業 さわやか健康クラブ 住民課 50

冬期健康相談会 住民課 50

生活習慣病予防教室 住民課 50

うりゅうキッズクラブ 住民課 50

フッ素塗布 住民課 50

いきいき学園大学 教育委員会 50

レディーススクール 教育委員会 50

身体に良いことやってみ隊 教育委員会 50

ウォーキング講座（Ｒ６より） 教育委員会 50

健康ウォーキング手帳 住民課 １万歩で１ポイント

竜三郎
お問い合わせ

雨竜町行政ポイントに関すること（産業建設課商工観光担当）　☎７７－２２４８

ＵＰカードに関すること（商工会）　　　　　　　　　　　　　☎７７－２１５５
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雨竜町出産・子育て応援給付金事業
　すべての妊婦や子育て家庭が安心して出産・子育てができるよう、妊娠期から出産・子育てまで
一貫して様々なニーズに応じて支援する伴走型支援と経済的支援を一体的に実施する事業です。
　妊娠届出時および新生児訪問等の面談実施後に給付金を支給します。

出産応援給付金
〇支給対象者
　雨竜町に妊娠届出をした妊婦
　妊娠届出時に保健師との面談
　及びアンケートを記載していること

〇支給額
　妊娠１回につき５万円

〇申請期間
　妊娠届出時面談後から、
　出産の前日まで（妊娠中）

子育て応援給付金
〇支給対象者
　雨竜町で出生した児童を養育する方
　新生児訪問等で保健師との面談
　及びアンケートを記載していること

〇支給額
　児童１人につき５万円

〇申請期間
　新生児訪問等の面談後から、
　児童が４か月を迎えるまで

※申請時点で雨竜町に住所を有する方が対象とな
　ります。
※他の自治体で「出産・子育て応援給付金事業」
　による給付を受けている場合は対象になりませ
　ん。

お問い合わせ　住民課保健担当　保健師（☎77－2212）

いずれも申請の際には、
振込口座が確認できる書類（通帳）を
お持ちください。

雨竜町難病患者の通院費の助成制度
　雨竜町では、難病患者の方が専門の医療機関へ通院するための交通費の一部助成事業を行っ
ています。通院費の助成を受けるためには、申請手続きが必要です。
詳しくは、住民課保健担当へお問い合わせください。
　※令和６年４月１日より通院費の積算方法が変更になりました。
■助成対象
　国・道が指定する特定疾患に該当し、特定疾患医療受給者証等の交付を受けている方が対象
です。
　※町から認定された特定疾病療養受療証の交付を受けている方は助成対象になりません。

お問い合わせ　住民課保健担当　窓口６（☎７７－２２１２）
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雨竜町在宅精神障害者社会復帰施設等交通費助成制度
　雨竜町では、統合失調症等の精神疾患を有する方で、社会復帰施設等に
通所している方に対し、通所にかかる交通費を助成しています。
　交通費の助成を受けるためには、申請手続きが必要です。
　詳しくは、住民課保健担当へお問い合わせください。
※令和６年４月１日より交通費の積算方法が変更になりました。

お問い合わせ　住民課保健担当　窓口６（☎７７－２２１２）

お問い合わせ　住民課保健担当　窓口６（☎77－2212）
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滝川市立病院（内科・外科）
滝川市大町2丁目2番34 ☎22ｰ4311
滝川脳神経外科病院（外科）
滝川市西町1丁目2-5 ☎22ｰ0250
上記以外のお問い合わせ先
当番病院案内ダイヤル
☎22ｰ2299
またはかかりつけ医にご確認ください。
滝川地区広域事務組合のホームページに
も休日夜間当番医が掲載されています。
http://takifire.com/other/touban/

休日・夜間の急病相談家庭ごみ収集日程表　4/10～5/10

燃やせるごみ 生ごみ その他

市街地区東 4/10、17、24、5/1、8

4/12、16、19、23、
26、30、5/7、10

燃やせないごみ 4/22
資源ごみ 4/18

市街地区西 4/11、18、25、
5/2、9

燃やせないごみ 4/27
資源ごみ 4/19

農村地区東

【ステーション】
4/10、24
【戸別】
4/15、29、5/6 【ステーション】

4/12、16、19、23、
26、30、5/7、10

燃やせないごみ 4/22
資源ごみ 4/25

農村地区西

【ステーション】
4/11、25
【戸別】
4/20

燃やせないごみ 4/27
資源ごみ 4/26

4/10
水

追分サロン
10:00～12:00（追分コミセン）

11
木

おいでサロン
10:00～12:00（公民館）
ボランティアカフェ
13:00～17:00（公民館）
うりゅうオレンジカフェ
14：00～16：00（公民館ボラカフェ内）
いきいき学園大学
10:00～15:00（公民館）

12
金

心配ごと相談
13:30～15:00（公民館）

13
土 ［外科系当番］滝川市立病院

14
日 ［外科系当番］滝川脳神経外科

15
月

うりゅうキッズクラブ
10：00～11：00（いきいき館）

16
火

さわやか健康クラブ
10：30～12：00（いきいき館）

17
水

18
木

おいでサロン
10:00～12:00（公民館）
ボランティアカフェ
13:00～17:00（公民館）

19
金

20
土 ［外科系当番］滝川脳神経外科

ご不明な点は住民課福祉生活環境担当までお問い合わせください。

町民カレンダー
Calendar APRIL-MAY

健康スケジュール・休日夜間在宅医・イベントなど総合情報カレンダーです。

21
日 ［外科系当番］滝川市立病院

22
月 いきいき館浴室定休日

23
火

おいでサロン
10:00～12:00（公民館）
乳児・1歳6か月児・3歳児健診
受付11：30～12：00（いきいき館）

24
水

25
木

おいでサロン
10:00～12:00（公民館）
ボランティアカフェ
13:00～17:00（公民館）

26
金

27
土 ［外科系当番］滝川市立病院

28
日 ［外科系当番］滝川市立病院

29
月 ［外科系当番］滝川脳神経外科

30
火

5/1
水

2
木

ボランティアカフェ
13:00～17:00（公民館）
いきいき学園大学
10:00～12:00（公民館）

3
金 ［外科系当番］滝川脳神経外科

4
土 ［外科系当番］滝川市立病院

5
日 ［外科系当番］滝川脳神経外科

6
月 ［外科系当番］滝川市立病院

7
火

おいでサロン
10:00～12:00（公民館）

8
水

追分サロン
10:00～12:00（追分コミセン）

9
木

おいでサロン
10:00～12:00（公民館）
ボランティアカフェ
13:00～17:00（公民館）
うりゅうオレンジカフェ
14：00～16：00（公民館ボラカフェ内）

10
金

心配ごと相談
13:30～15:00（公民館）

4月 ▼5月
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● 全体 2,090人 （－11）
男性 1,025人 （－5）
女性 1,065人 （－6）

● 世帯 1,050世帯（＋5）
3月31日現在
※（　）内は前月比

■人口

暮らしの情報
information

お知らせ

問…問い合わせ先

■おくやみ

3,859件　148,488,700円
（今年度累計　３月15日現在）

■ふるさと納税

無料法律相談会
問 木村司法書士・行政書士事務所
　 ☎79-2552

▶主催　雨竜町商工会
▶日時　４月23日（火）　13時から15時
▶会場　公民館
▶相談時間　１人につき30分
▶相談内容　相続、登記、債務整理な
ど

自衛官募集案内
問 自衛隊旭川地方協力本部
　 ☎0166-55-0100

〇自衛官候補生
▶資格　日本国籍を有し、採用予定月
の１日現在18歳以上33歳未満の男女
▶受付期間　年間通じて受付を行って
います。
▶試験日　５月12日（日）・13日（月）い
ずれか１日
▶会場　陸上自衛隊旭川駐屯地
〇一般曹候補生
▶資格　日本国籍を有し、採用予定月
の１日現在18歳以上33歳未満の男女
▶受付期間　５月７日（火）まで
▶試験日　５月18日（土）・19日（日）い
ずれか１日
▶会場　陸上自衛隊旭川駐屯地

雨竜町社会福祉協議会・
社会福祉事業資金として

雨竜町老人クラブ連合会

■ご厚志

ごみ袋の減免措置
問 住民課福祉生活環境担当
　 ☎77-2212

　次の要件を満たす世帯は、減免申請
により令和６年度の一般廃棄物処理手
数料の減免を受けることができます。
　単身世帯は２千円相当、その他の世
帯は４千円相当のごみ袋または粗大ご
み処理券をお渡しします。
▶減免条件　次のいずれかに該当する
世帯の方で、町民税非課税かつ町税を
滞納していないこと。
◆生活保護世帯
◆世帯全員70歳以上の高齢者世帯
◆「母子及び父子並びに寡婦福祉法」
の規定による母子及び父子世帯

固定資産課税台帳価格の縦覧
問 出納室税務会計担当
　 ☎77-2246

　令和６年度固定資産税の土地及び家
屋価格等縦覧帳簿の縦覧と、全標準宅
地価格の公開を役場担当窓口で行って
います。縦覧とは、自己資産の評価が
適正であるかどうかを判断するため、
自分と他人の資産との価格比較をする
ことができる制度です。（閲覧の手数
料は無料です）
▶縦覧期間
　４月１日（月）～５月31日（金）
▶縦覧条件　土地及び家屋価格等縦覧
帳簿を縦覧できる方は雨竜町に所在す
る土地・家屋の固定資産税の納税者及
びその同居の家族など代理権のある方。
※縦覧時に納税者であることを確認し
ますので、運転免許証などの確認でき
るものを持参してください。なお、償
却資産は縦覧の対象ではありません。

前期技能検定受検者募集
問 スキルアップセンター空知
　 ☎24-1880

▶受付期間　４月３日（水）～16日（火）
▶受検資格
●１級　７年以上または２級取得後２
年以上の実務経験を有する方
●単一等級　３年以上の実務経験を有
する方
●２級　２年以上の実務経験を有する
方または３級取得者
●３級　検定職種従事者または該当す
る科目で職業訓練・高等学校・短期大
学・大学など各種学校の在校生を含む
▶実施職種　造園、とび等
※経験年数の短縮・免除や受検手数料
等詳しいことはお問い合わせください。

■さよならお元気で

■よろしくお願いします

心配ごと相談・行政相談・介護保険月例相談
問 住民課福祉生活環境担当　☎77-2212

　民生児童委員・行政相談委員・人権
擁護委員・介護保険オンブズパーソン
が対応します。心配ごと等のある方は
お気軽にご相談ください。
▶日時　５月10日（金）　13:30～15:00
▶場所　公民館
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雨竜ライオンズクラブが
中学校卒業生に記念品を贈呈！

　雨竜ライオンズクラブ（糸谷尚徳会
長）が３月11日、雨竜中学校３年生14
人に義務教育課程を修了することに伴
い、お祝いとして記念品を贈呈しまし
た。
　同クラブが昨年から中学校の卒業生
に対して何かできないかという思いで
始めた取り組み。
　糸谷会長は「卒業おめでとうござい
ます。雨竜中学校を忘れず元気に過ご
してください」と話しました。

タウントピックス YOSAKOIソーラン祭り市民審査員募集
問 YOSAKOIソーラン祭り実行委員
　 会　☎011-231-4351

　演舞を観て感じた『感動』が審査基
準のため、特別な技術や知識は必要あ
りません。
▶とき　６月８日（土）9:30～19:00、９
日（日）9:30～21:00の中で３～４時間
▶ところ　札幌市中央区大通公園周辺
▶活動内容　YOSAKOIソーラン祭り
における演舞の審査
▶定員　180人程度（抽選）
▶申込　４月１日（月）～30日（火）　
HP・FAX・郵送で申し込みください
※応募用紙はHPから入手可
FAX　011-233-4351
〒060-0001 札幌市中央区北１条西２
丁目　北海道経済センター４階

消防署からのお知らせ
問 滝川消防署江竜支署
 　☎75-3119

○春の火災予防運動
期間　４月20日（土）～４月30日（火）
全国統一防火標語「火を消して　不安
を消して　つなぐ未来」
〇第１回危険物取扱者試験
▶実施日　５月19日（日）
▶試験地　旭川市、北見市ほか
▶願書受付期間　４月４日（木）から４
月11日（木）まで（書面・電子申請）
▶合格発表予定日　６月７日（金）
○第２回危険物取扱者試験
▶実施日　６月16日（日）
▶試験地　札幌市ほか
▶願書受付期間　４月23日（火）から４
月30日（火）まで（書面・電子申請）
▶合格発表予定日　７月５日（金）
○第１回消防設備士試験
▶試験日　５月19日(日）
▶試験地　札幌市ほか
▶願書受付期間　４月４日（木）から４
月11日（木）まで（書面・電子申請）
▶合格発表予定日　６月21日（金）
●共通事項
▶願書提出先　
消防試験研究センター北海道支部
※願書は最寄りの消防署へお問い合わ
せください。
※令和６年度から危険物取扱者、消防
設備士試験の書面申請と電子申請の受
付期間が同じになりました。申請期間
をお間違いないようご注意ください。
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　雪解けが進み、だんだんと乾
いた路面が見られるようになり
ました。
　運転中は急な飛び出しや、周
囲の思わぬ行動で危険な場面に
遭遇することもあります。スピー
ドダウンとシートベルトの着用
を習慣として、安全運転を心掛
けましょう。
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